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堀
口
氏
（
右
）
と
是
永
氏

ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
で
日
本
文
学
海
外
販
路
拡
大

文
化
庁  

協
議
会
と
補
正
予
算
１
７
５
億
円
が
示
す
方
向
性
①

協
議
会
と
補
正
予
算
１
７
５
億
円
が
示
す
方
向
性
①

文化庁による産業支援
　
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
と
な

り
、
中
道
改
革
連
合
が
旗
揚
げ
す

る
な
ど
、
政
治
の
世
界
は
年
始

早
々
か
ら
慌
た
だ
し
い
。
よ
う
や

く
始
ま
っ
た
書
店
な
ど
へ
の
政
府

支
援
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　
昨
年
の「
書
店
活
性
化
プ
ラ
ン
」

発
表
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
政
策
が
動

き
出
し
て
い
る
が
、
プ
ラ
ン
の
中

に
は
一
見
、
書
店
と
は
関
係
な
さ

そ
う
な
項
目
も
あ
る
。
例
え
ば
文

化
庁
に
よ
る
「
日
本
の
活
字
文
化

の
海
外
展
開
支
援
」
な
ど
だ
。

　
文
化
庁
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で

出
版
業
界
と
の
関
係
は
、
主
に
著

作
権
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
最
近
は

産
業
支
援
的
な
面
か
ら
の
政
策
を

強
め
て
い
る
。
翻
訳
コ
ン
ク
ー
ル

や
海
外
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で
の
紹
介

ブ
ー
ス
な
ど
、
年
々
予
算
規
模
も

拡
大
し
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
に
決
ま
っ
た
今
年
度

補
正
予
算
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
振

興
に
関
す
る
予
算
が
５
５
６
・
３

億
円
と
前
年
か
ら
倍
増
。
こ
の
う

ち
経
産
省
に
３
５
０
・
２
億
円
、

総
務
省
に
28
・
３
億
円
。
文
化
庁

に
も
１
７
５
億
円
と
い
う
大
き
な

予
算
が
付
い
た
。

　
対
象
は
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
な
ど

が
中
心
に
な
る
が
、
文
化
庁
は
昨

年
12
月
に
「
活
字
文
化
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
協
議
会
」
を
ス
タ
ー
ト
。

欧
米
で
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る

小
説
を
は
じ
め
と
し
た
活
字
コ
ン

テ
ン
ツ
の
海
外
展
開
へ
の
支
援
を

さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
。

　
こ
う
し
た
政
策
は
数
年
前
か
ら

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
書
店
活
性

化
プ
ラ
ン
が
追
い
風
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
追
い
風
を
生
か
す

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。　
【
星
野
渉
】

有限会社ジェイ有限会社ジェイ・・リサーチ出版リサーチ出版

PUBNAVI 導 入 で 数 日
かけた印税計算が数分に

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

福田社長（左）と久保田氏

ジェイ・リサーチ出版刊行書籍ジェイ・リサーチ出版刊行書籍

　語学書を刊行するジェイ・リサーチ出版
は、既刊を含めて電子書籍化を進めてき
たが、2024 年から光和コンピューターの
SaaS 型電子書籍売上・印税管理システム

「PUBNAVI」の利用を始めたことで、印
税計算にかけていた時間と労力を大幅に削
減することができた。

有限会社ジェイ・リサーチ出版
代表者：福田富与
創　業：2001 年 2 月 1 日
資本金：360 万円
所在地：〒 166-0002 東京都杉並区高円寺北
　　　　2-29-14 伊藤第二ビル 705 号
電　話：03-6808-8801

PUBNAVI で
　　　作業時間大幅短縮

　PUBNAVI は 2023 年に導入し、翌年春頃か
ら本格稼働している。導入の経緯について久保田
氏は「電子書籍は定価販売ではないため出版社が
販売価格をコントロールできません。そのため印
税は販売収入に対する割合で算出していますが、
時期や配信サイトごとに販売価格が異なるので集
計が大変でした。そんな時、自動的に印税を計算す

　同社は 2001 年に創業し、英語の資格試験参考
書をはじめとして、中国語、韓国語、フランス
語、スペイン語、イタリア語、ドイツ語、ロシア
語、ウクライナ語、ベトナム語など多くの言語、
さらに日本語学習用テキストなど多様な語学書を
発行。年間 30 点ほどの新刊を刊行し、稼働点数
は 800 点ほどになる。
　電子書籍には 2018 年から本格的に着手し、新

提にしている
電子図書館の
購入価格は通
常価格の倍な
どに設定され
て い る。「 出
版社は定価販
売でないと手
に 負 え ま せ
ん」と福田社
長もシステム
の必要性を痛
感していた。
　以前は各電子取次や電子書店からの売上レポー
トを、販売会社ごとに Excel で管理していた。
半年に 1 回の印税支払い時期には数日かけて計算
していたが、いまは PUBNAVI で毎月、各社の
売上レポートを取り込むことで、締めの印税計算
は 1 人が数分で処理できる。
　久保田氏は、いまの課題は紙と電子の印税を一
括処理することだと述べる。これができるように
なれば、PUBNAVI の支払い機能を使って、印
税計算から支払いまでより効率的に行うことがで
きるからだ。

るなか、むしろ既刊の電子書籍化を進めた。

電子書店、電子図書館に
販売

　電子書籍の販売は kindle や楽天 kobo など主
要電子書店と、電子取次のメディアドゥ、モバイ
ルブック・ジェーピーを通して多くの電子書店で
配信している。また、日本電子図書館サービスの
電子図書館サービス「LibrariE（ライブラリエ）」
や、丸善雄松堂の学術研究機関向け電子書籍提供
サービス「Maruzen eBook Library」を通して
公共図書館や大学図書館などにも提供している。
　売れ行きについて、同社で電子書籍を担当する
総務部・久保田あずさ氏は「刊行点数の増え方ほ
どに販売数は伸びていませんが、前年割れしたこ

刊のほぼ全てと、内容が古く
なり需要が見込めないものを
除き既刊の電子化も進め、電
子書籍の点数は 700 点余りに
達している。
　それ以前の電子書籍化につ
いて福田富与社長は、「2011
年に経済産業省の委託事業と
して日本出版インフラセン
ターが『コンテンツ緊急電子
化事業』を実施したときに興
味を持ったのですが、この時
の電子化は PDF データだっ
たので、基本的に音声付（当時
は CD）の商材が多い当社は
見送ったのです」と振り返る。
　その後、音声データの提供
方法が CD からダウンロー
ド に 移 行 し た こ と で、QR
コードが入った書籍をそのま
ま電子化することが可能にな
り電子書籍化を本格化。その
後、コロナ禍で仕事が停滞す

とはなく堅調に伸びています」
と話す。現在、書籍売上の 5％
程度と、活字もの電子書籍とし
ては業界全体の傾向に近い割合
だ。
　いま売れているのはTOEFL
の大幅変更にいち早く対応した

『TOEFL iBTR テ ス ト 完 全
対策 上級編』、同『中・上級編』、
同『入門・初級編』や、『新ゼ
ロからスタート中国語 文法編 
改訂版』といったタイトルで、
いずれも紙と電子両方が好調だ
という。
　電子書籍を刊行する目的につ
いて福田社長は、「電子書籍の
メリットとして、書店店頭には
並ばなくなった商品をアーカイ
ブできることがあります。そう
した商品に光を当てることがで
きますし、著者に対して責任を
果たすこともできます」と述べ
る。

る PUBNAVI が目に留まりました」と説明する。
　電子書籍の販売価格は一定でないうえに、電子
取次や電子書店ごとに提供される売上レポートの
フォーマットもバラバラ。しかも、貸し出しを前

　
活
字
文
化
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
協
議
会
は
、
日
本
の
活
字

文
化
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

す
る
機
運
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
世
界
市
場
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
戦
略
づ
く
り

者
層
を
有
す
る
一
方
、
海
外

展
開
は
個
別
の
翻
訳
出
版
や

作
家
単
位
の
成
功
事
例
に
と

ど
ま
っ
て
き
た
。
国
と
し
て

の
戦
略
的
な
取
り
組
み
が
、

必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な

か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。

語
の
５
言
語
で
、
夏
目
漱
石

か
ら
現
代
作
家
ま
で
計
１
８

８
作
品
を
翻
訳
出
版
す
る
と

と
も
に
、
優
れ
た
翻
訳
家
を

発
掘
・
育
成
す
る
翻
訳
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

　
12
年
の
事
業
仕
分
け
で
翻

訳
出
版
事
業
は
廃
止
さ
れ
た

も
の
の
、
コ
ン
ク
ー
ル
は
存

続
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
翻

訳
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
回
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
ポ
リ
ー
・

バ
ー
ト
ン
さ
ん
（
英
国
）
が

英
訳
し
た
柚
木
麻
子
さ
ん

の
『
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
』
は
、

英
国
で
複
数
の
文
学
賞
を
受

賞
し
70
万
部
超
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
ま
た
、

第
２
回
最
優
秀
賞
の
サ
ム
・

ベ
ッ
ト
さ
ん
（
米
国
）
に
よ

る
王
谷
晶
さ
ん
『
バ
バ
ヤ
ガ

の
夜
』
の
英
訳
版
は
、
英
ダ

ガ
ー
賞
翻
訳
部
門
に
選
出
さ

れ
、
日
本
作
品
と
し
て
初
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

　
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま

え
、
近
年
、
文
化
庁
は
翻
訳

家
な
ど
の
人
材
育
成
や
優
れ

た
文
化
の
海
外
発
信
に
加

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
を

持
っ
て
日
本
文
学
の
海
外
販

路
拡
大
を
進
め
る
「
活
字
文

化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
推
進

事
業
」
を
強
化
。
海
外
展
開

を
目
指
す
出
版
社
に
対
し
、

サ
ン
プ
ル
翻
訳
の
作
成
支
援

や
、
海
外
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
で

の
商
談
機
会
の
創
出
な
ど
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
日
本
の
活
字

文
化
を
売
り
込
む
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
の
事
業
を
担
当
す
る
堀

口
氏
は
「
現
在
、
海
外
で
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
作
品

は
、
必
ず
し
も
わ
れ
わ
れ

が
『
優
れ
た
作
品
』
と
し
て

選
出
し
た
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
想
定
外
の
作
品
が
ヒ
ッ

ト
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
こ
れ
は
、
日
本
の
活
字

文
化
が
持
つ
多
様
性
が
支
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
」

と
し
、「
こ
う
し
た
動
き
を

一
過
性
の
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら

せ
ず
、
継
続
的
か
つ
規
模
感

を
持
っ
た
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
語
る
。

に
、
出
版
社
の
ラ
イ
ツ
部
へ

の
支
援
や
、
海
外
向
け
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
人
材
育
成
も

視
野
に
入
れ
る
。
③
に
つ
い

て
は
、
海
外
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
へ
の
出
展
を
点
で
は
な

く
面
で
捉
え
、
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
と
し
て
の
連
携
を
模
索

し
て
い
る
。

　
協
議
会
の
下
に
は
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
を
設
け
て
個
別
課

題
の
検
討
を
進
め
る
。
協
議

会
の
発
足
は
、
活
字
文
化
を

「
守
る
対
象
」
か
ら
「
育
て
、

世
界
へ
広
げ
る
資
源
」
へ
と

位
置
づ
け
直
す
試
み
と
言
え

る
。

　
国
内
市
場
の
縮
小
が
見
込

ま
れ
る
中
、
活
字
作
品
の
海

外
展
開
は
Ｉ
Ｐ
や
ス
ト
ー

リ
ー
の
源
泉
と
し
て
周
辺
産

業
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
で

き
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
文

化
や
思
想
へ
の
関
心
喚
起
、

日
本
語
学
習
意
欲
の
向
上
、

海
外
評
価
の
高
ま
り
に
よ
る

「
逆
輸
入
」
効
果
な
ど
、
創

造
の
好
循
環
を
生
み
出
す
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

（
２
月
３
日
付
に
続
く
）

　
　
◇　
　
◇　
　
◇

　
活
字
文
化
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
協
議
会
の
委
員
は
次
の
通

り
。
相
賀
昌
宏
（
小
学
館
取

締
役
会
長
）、小
野
寺
優
（
日

本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長
）、

亀
山
郁
夫
（
名
古
屋
外
国
語

大
学
学
長
、
世
田
谷
文
学
館

館
長
）、
辛
島
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ

ド
（
早
稲
田
大
学
国
際
教
養

を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い

る
。
日
本
の
活

字
文
化
は
、
国

内
で
は
厚
い
読

　
文
化
庁
は
２
０
２
５
年
12
月
12
日
、
日
本
の
活
字
文
化
を
海
外
へ
戦
略
的
に
発
信

す
る
た
め
の
新
た
な
枠
組
み
と
し
て
「
活
字
文
化
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
協
議
会
」
を
発

足
し
た
。
出
版
・
文
芸
分
野
の
関
係
者
や
有
識
者
、
関
係
省
庁
が
参
画
し
て
、
活
字

出
版
物
の
海
外
展
開
支
援
を
検
討
す
る
。
あ
わ
せ
て
25
年
度
補
正
予
算
で
は
、
ク
リ

エ
イ
タ
ー
等
育
成
支
援
の
一
環
と
し
て
前
年
度
の
倍
近
い
１
７
５
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。「
文
化
を
守
る
」
段
階
か
ら
産
業
振
興
に
踏
み
込
む
文
化
庁
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
文
化
経
済
国
際
課
室
長
補
佐
／
Ｃ
Ｂ
Ｘ
事
業
推
進
室
専
門
官
の
堀
口
昭
仁
氏

と
参
事
官
（
芸
術
文
化
担
当
）
付
参
事
官
補
佐
の
是
永
寛
志
氏
に
取
材
し
た
。

学
部
教
授
）、桐
野
夏
生
（
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）、
近

藤
敏
貴
（
出
版
文
化
産
業
振

興
財
団
理
事
長
）、
高
井
昌

史
（
紀
伊
國
屋
書
店
代
表
取

締
役
会
長
）、鉄
尾
周
一
（
マ

ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役

社
長
）、
野
間
省
伸
（
講
談

社
代
表
取
締
役
社
長
）、
林

真
理
子
（
日
本
文
藝
家
協
会

理
事
長
）、
廣
野
眞
一
（
集

英
社
代
表
取
締
役
会
長
）、

吉
田
恭
子
（
京
都
大
学
大
学

院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教

授
）【
関
係
省
庁
・
機
関
】

翻
訳
コ
ン『
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
』訳
者
な
ど
輩
出

　
文
化
庁
は
２

０
０
２
年
、
優

れ
た
日
本
文
学

を
海
外
に
発
信

し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
「
現

代
日
本
文
学
の

翻
訳
・
普
及

事
業
（
Ｊ
Ｌ

Ｐ
Ｐ
）」
を
開
始
。
海
外
文

学
の
翻
訳
受
容
が
中
心
だ
っ

た
日
本
の
文
学
政
策
を
転
換

し
、
日
本
文
学
を
海
外
に
発

信
す
る
取
り
組
み
を
本
格
化

さ
せ
た
。

　
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ロ
シ
ア
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

活
字
文
化
を「
守
る
」か
ら

　
　
　
　
　
「
育
て
、
広
げ
る
」へ

　
活
字
文
化
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
協
議
会
は
、
こ
う
し
た
過

程
で
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題

解
決
の
た
め
に
設
置
。作
家
、

出
版
関
係
者
、
文
芸
団
体
代

表
、
大
学
研
究
者
な
ど
が
委

員
と
し
て
参
加
し
、
外
務
省

や
経
済
産
業
省
、
国
際
交
流

基
金
、
ジ
ェ
ト
ロ
と
い
っ
た

関
係
機
関
も
関
与
す
る
体
制

を
整
え
た
。

　
初
会
合
で
は
、
①
出
版
社

の
垣
根
を
超
え
た
作
家
・
コ

ン
テ
ン
ツ
の
戦
略
的
な
海
外

へ
の
売
り
込
み
、
②
海
外
展

開
の
中
核
人
材（
翻
訳
家
等
）

の
育
成
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
に
向
け
た
国
際
的
な
拠
点

づ
く
り
、
④
そ
の
他
、
活
字

文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の

た
め
に
必
要
な
事
項
、
の
４

点
が
検
討
事
項
と
し
て
提
示

さ
れ
た
。

　
①
に
つ
い
て
堀
口
氏
は
、

「
日
本
は
同
じ
著
者
で
も
作

品
ご
と
に
出
版
社
が
異
な
る

た
め
、
海
外
出
版
社
か
ら
見

る
と
作
家
単
位
の
ア
ク
セ
ス

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し

い
側
面
が
あ
る
。
出
版
社
が

連
携
し
、
窓
口
機
能
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
ら
販
路
拡
大

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
」と
の
問
題
意
識
を
示
す
。

　
②
で
は
翻
訳
家
育
成
を
軸

集
英
社

〈
人
事
異
動
〉

（
２
０
２
５
年
12
月
27
日
付
）

　
▽
文
芸
編
集
部
部
長
兼
中
国

現
代
文
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
編
集
室

室
長
兼
出
版
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室

室
長
［
英
語
翻
訳
推
進
担
当
］ 

（
文
芸
編
集
部
部
長
代
理
兼
中

国
現
代
文
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
編
集

室
室
長
兼
出
版
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

室
室
長
［
英
語
翻
訳
推
進
担

当
］）
羽
喰
涼
子

〈
役
員
委
嘱
変
更
〉

（
１
月
19
日
付
）

　
▽
取
締
役
〔
第
７
・
第
８
・

第
10
編
集
部
、プ
リ
ン
ト・デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
部
、
女
性
誌
企
画

編
集
部
担
当
〕
兼
第
10
編
集
部

部
長
兼
女
性
誌
企
画
編
集
部
部

長
（
取
締
役
〔
第
７
・
第
8
・

第
10
編
集
部
、プ
リ
ン
ト・デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
部
、
女
性
誌
企
画

編
集
部
担
当
〕
兼
第
10
編
集
部

部
長
）
湯
田
桂
子

文
化
庁
、
外
務
省
、
経
済
産

業
省
、
国
際
交
流
基
金
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）


